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二
〇
一
五
年
一
月
よ
り
、
区
立
施
設
使
用
料
の
変
更

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
登
録
団
体
の
減
額

制
度
の
段
階
的
廃
止
が
進
め
ら
れ
、
区
民
の
施
設
利
用

に
様
々
な
悪
影
響
を
与
え
始
め
て
い
ま
す
。 

党
区
議
団
は
、
区
が
使
用
料
値
上
げ
の
素
案
を
発
表

し
た
当
初
か
ら
利
用
者
負
担
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
し

て
撤
回
を
求
め
て
き
ま
し
た
。 

本
来
、
地
方
自
治
体
は
区
民
の
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
積
極
的
に
推
進
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
区
は
「
未
利
用
者
と
の
公
平
性
を
確
保
し

て
い
く
」
と
し
て
、
区
民
の
反
対
を
押
し
切
り
団
体
登

録
制
度
の
廃
止
を
強
行
し
ま
し
た
。
地
方
行
政
の
責
任

を
放
棄
す
る
杉
並
区
の
姿
勢
を
正
し
、
使
用
料
引
き
上

げ
を
止
め
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

平
成
二
十
九
年
四
月
に
は
減

額
制
度
は
全
面
廃
止
と
な
り
、

使
用
料
自
体
の
値
上
げ
は
、
現

行
使
用
料
の
２
倍
以
上
と
な
る

施
設
も
あ
り
ま
す
（
左
表
）
。 

区
内
の
各
団
体
か
ら
は
「
費

用
の
負
担
が
重
く
な
り
活
動
を

自
粛
し
て
い
る
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
深
刻
な
事

態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

上井草スポーツセンター体育館（全面貸切）

現行 

2550 円 

2015 年 

4300 円 

2016 年 

6100 円 

2017 年 

7900 円 

倍率 

3.1 倍

 

西荻地域区民センター第３集会室（午前） 

現行 

1250 円 

2015 年 

1800 円 

2016 年 

2400 円 

2017 年 

3100 円 

倍率 

2.5 倍

 

井草地域区民センター料理室 15 人以上（午前）

現行 

1950 円 

2015 年 

2900 円 

2016 年 

3900 円 

2017 年 

4900 円 

倍率 

2.5 倍

 

四宮区民集会所和室（午前） 

現行 

500 円 

2015 年 

700 円 

2016 年 

1000 円 

2017 年 

1300 円 

倍率 

2.6 倍

登録団体の減額制度とは？ 
 

杉並区民が健康増進やコミュニティ

の形成のために作った地域団体で、

定められた手続きに則り区に申請し

登録する団体。使用料減額助成を受

けることができる。 

使
用
料
の
値
上
げ
に
伴
い
、
多
く
の
区
立
施
設
で
午

後
の
部
が
２
分
割
さ
れ
２
時
間
毎
の
利
用
と
な
り
ま
し

た
（
変
更
前
は
午
後
の
部
は
４
時
間
）
。
利
用
時
間
を
分

割
す
る
こ
と
で
値
上
げ
感
を
緩
和
し
よ
う
と
い
う
区
の

考
え
で
す
。 

し
か
し
、
こ
の
変
更
に
よ
り
体
育
館
利
用
等
で
の
利

用
券
購
入
の
手
間
な
ど
も
増
え
、
利
用
者
か
ら
は
「
値

段
も
上
が
り
余
計
な
手
間
も
増
え
た
」
と
の
声
も
上
が

っ
て
い
ま
す
。 

■登録団体の施設使用料の値上げ 

時刻 変更前 変更後

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

21:00

夜
間
の
部

３
時
間

夜
間
の
部

２
時
間

午
後
の
部

４
時
間

午
後
①

２
時
間

午
後
②

２
時
間

■時間区分の変更 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

育メン機能不全状態（泣） 
 

先週号に続き、凄まじい忙しさです…。担当

する介護保険運営協議会の準備や間もなく始

まる第一回定例会での一般質問準備など、睡眠

時間を大幅に削りながら日々を過ごしていま

す。それにしても我が身の頑丈さはプロレス研

究会時代の賜物ですね。歳を取ってからも通用

するのか多少の不安もありますが…（苦笑）。

厚
生
労
働
省
が
来
年
度
予
算
な
ど
に
盛
り
込
む
医
療
、
介
護
、
生
活
保
護
の
改

定
案
を
示
し
ま
し
た
。
各
分
野
に
大
打
撃
を
与
え
る
改
定
案
で
あ
り
、
日
本
の
社

会
保
障
制
度
を
崩
壊
に
追
い
込
む
暴
挙
で
す
。 

朝から晩まで動き

回っているため、子

どもたちと過ごす時

間も必然的に「早

朝・朝の宣伝前」か

「夜・就寝前」にな

ってしまいます。 
育メンも完全に機

能不全状態です。少

し落ち着いたら家族

サービスの時間を作

ろうと思います！ 

１月２３日に開催された介護保険運営協議会に

おいて、第 6 期（Ｈ２７年度～２９年度）介護保

険料案が示されました。 
現在の基準月額５２００円が５７００円に引き

上がり、月額負担が５００円程度引き上がる状況

です。所得段階に応じて負担額が異なりますが、

毎回の改定の度に保険料負担が引き上がる状況は

大きな問題です。引き続き、保険料引き下げに向

けて力を尽くします。 

寝ているシーンしか写真に

収められず。落ち着いたら

必ず遊びに連れて行こう！ 

総
選
挙
で
は
「
医
療
・
介
護
等
の

充
実
を
図
る
」（
自
民
党
の
政
策
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）
と
公
約
し
な
が
ら
国
民

を
欺
き
〝
選
挙
が
終
わ
れ
ば
直
ち
に

改
悪
〟
に
暴
走
す
る
安
倍
政
権
の
姿

勢
は
極
め
て
問
題
で
す
。 

改
定
が
進
め
ば
、
住
民
生
活
に
重

大
な
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
確
実

で
す
。
改
悪
を
許
さ
な
い
世
論
と
運

動
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

 

 

医療 

・ 75 歳以上の保険料を最大 9割軽減している「特例措置」を 2017 年度から廃

止。保険料を 2～10 倍に引き上げ。 

・ 市町村国保の都道府県単位化（保険料値上げ、徴収強化へ）。 

・ 入院給食の自己負担を一食 260 円から 460 円程度へ引き上げ。 

・ 紹介状なしで大病院を受診する患者に5千円～1万円の定額負担の押し付け。 

・ 保険のきかない医療の拡大（患者申し出療養） 

 

 

介護 

・ 介護報酬引き下げ（特養ホーム、小規模デイサービス等）。一部、処遇改善加

算の上乗せ。 

・ 特養ホーム相部屋入所者から室料として 1万 5 千円を徴収。 

・ 要支援者の介護サービスを自治体の総合事業へ移行。 

・ 特養ホームの入所要件引き上げ 等々 その他。 

生活保護 ・ 住宅扶助、冬季加算の引き下げ。 

一
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
杉

並
区
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
は
、

介
護
現
場
で
働
く
委
員
か
ら
深
刻
な

実
態
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

現
状
で
も
介
護
報
酬
が
低
過
ぎ
る

た
め
に
職
員
が
確
保
出
来
ず
、
運
営

に
支
障
が
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
回
の
介
護
報
酬
引
き
下
げ
は
事
態

を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
ま
す
。
介
護
職

員
の
離
職
に
拍
車
を
か
け
、
運
営
が

成
り
立
た
な
い
事
業
者
が
続
出
す
る

可
能
性
も
示
さ
れ
ま
し
た
。 

介護保険給付費準備基金の取り崩し額 

（見込み残高 13 億 6 千万円） 
基金取り崩し額 減額の額 保険料基準額 

11 億 7 千万円 265 円減額 5700 円

※介護保険給付費準備基金の取崩しにより、一定

の減額が行なわれます。 


